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要 旨 

今枝・藤井[2021]において、「地域資源開発モデル」を提示した。当該モデルは、地域資源開

発の先進事例に共通する特徴を整理・分析することによって、先進事例の教訓を他地域にも適

用可能な「取組みの指針」ないし「取組みの評価基準」として一般化したものである。本研究

では、「地域個性を世界に訴求する商品の開発活動」を「ブランディング」と定義した上で、岡

崎市におけるブランディングの事例調査の結果を、地域資源開発モデルに照らして整理し、調

査事例の特徴と課題を明らかにしている。 
 
１．はじめに  
われわれは前稿（今枝・藤井[2021]）において、「地域資源開発モデル」を提示した。当該モ

デルは、地域資源開発の先進事例に共通する特徴を整理・分析することによって、先進事例の

教訓を他地域にも適用可能な「取組みの指針」ないし「取組みの評価基準」として一般化した

ものである。 
佐藤[2022]によれば、「人口減少下において地域経済の活力を高めるため」の「鍵」は「内発

型の域外市場産業」の育成であり、それを支える「地域個性を世界に訴求する人材」の確保・

育成が課題になるとされる。すなわち、個性的な地域素材に付加価値を与えることによって、

域外市場（すなわち他地域市場または国外市場）で広く需要される個性的な商品を開発するこ

と、そしてそれを担う人材を確保・育成することが、少子高齢化のもとでの地域活性化には必

要であると、佐藤[2022]は指摘しているのである。この指摘は、ポーター（Porter[1980]）が提唱

する差別化による競争戦略と、基本的な考え方において軌を一にするものであり、日本経済の

現況を加味して当該戦略論を肉付けしたものとしてこれを位置づけることができる。「地域個

性を世界に訴求する商品の開発活動」を、本稿では包括的に「ブランディング」と呼ぶことに

する。 
本稿の目的は、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」の一環と

し実施した岡崎市におけるブランディングの事例調査の結果を、地域資源開発モデルに照らし

て整理し、調査事例の特徴と課題を明らかにすることである。その作業を通じて先進的事例の

取組みを教訓化し、当該取組みの他の地域への移転可能性について探っていきたいと考えてい

る。本稿が、人口減少下の地域活性化のあり方を考える際の一助ともなれば幸甚である。 
 
２．地域資源開発モデル 
 この節では、事例調査の結果を整理するための枠組みとなる地域資源開発モデルについて、

必要最小限の（再）説明を行っておきたい1。前節でもふれたように、当該モデルは、先進事例

の教訓を他地域にも適用可能な「取組みの指針」ないし「取組みの評価基準」として一般化し

たものである。当該モデルの開発に当たっては、ドラッカーの自己評価ワークブック
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（Drucker[1999]）を 考にした。 
 地域資源開発モデルの を 示すれば、 １のようになる（今枝・藤井[2021]）。 下

では、 １によりながら、当該モデルの Stepについて、（再）説明を行っていきたい。 
 

1．．地地域域資資源源開開発発モモデデルル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         （ ） 作成。 
 
SStteepp  資源素材の発 が、Step1の課題である。資源素材は くの場 、自 的に する

が、それを保 ・支 する も めて は、その 的価値に づいていない。地域活

性化に結 付く地域資源開発を行うためには、ポーターの競争戦略論が教示するように、 ン

ーワンの価値 を行う必要があり、そのためにはそうした価値 に がる 力を め

た資源素材を発 することが求められる。こうした資源素材の発 には特 な能力・ 能を必

要とすることが く、その作業は一般に 度の高いものとなる。 
SStteepp  資源素材と資源活用の が、Step2の課題である。資源素材を、地域活性化をもた

らす経済資源として活用できるようにするには、当該資源素材の 的価値を実現し、あるい

はそれに付加価値を与える必要がある。その作業を可能にするのが、 の ・結 である。

先進事例では、資源素材の事 に 通した が し、地域資源の活用においても当該

が 要な を果たしている。そうした が、Step1における資源素材の発 を がけ

ることが く、その 味で、Step1とStep2は 性の高い となる。 
SStteepp  地域資源としての活用が、Step3の課題である。地域活性化の経済 果が み され

るのは、このStepにおいてである。資源素材を地域資源として活用するのは基本的には、地域

の事業 （その くは 小・ 業）である。 めて指摘するまでもなく、域外市場への訴

求力が大きい 、その経済 果は大きくなる。 
SStteepp  事業評価が、Step4の課題である。地域資源開発を 可能な取組みとするには、

された成果が られているか うかを評価することが 要になる。先進事例においては、そ

の取組みにおいて 度の差はあるが、限られた資源素材を に活用するためにも（内 理

目的）、 （ ・地域 を ）への説明 のためにも（外 目的）、

事業評価がなされている。 
 

Step 1

資源素材の発掘

Step 2

資源素材と資源活用の仲介

Step 3

地域資源としての活用

Step 4

事業評価
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．調査事例としての カ  
（１）調査事例の 要 
 今 の調査事例として取り上 たのは、岡崎 ポー ンター（略 「 カ 」）

である。2023年 1 31日（13:30 15:00）に実施した岡崎市担当課（小 幸 ・岡崎市商

課 カ 担当）に する ンラ ンの ングで、当該事業を されたのが っ

けである。 
 岡崎市は、経済 商 課の事業として、2013年に カ を した。その事

は、岡崎 ラ 「りぶら」およ 「 ンモール岡崎」に置かれている。 カ

の目的は、 小 業 業 を に で に る 般の に することである。

岡崎市は、特 を 結することで、その を、「 会 まい」（ 下「 ま

い」）に している。 
まいには、年 6,000 の が、岡崎市から支 われている（岡崎市[2022]）。

カ は、 ーディ ーター、IT・デ ン ド ーな の タッフと

広 ーディ ーターな 12 の タッフで されている（岡崎 ポー ン

ター[2023a]）。2022 年 10 の活動 （岡崎 ポー ンター[2022b]）によれば、

カ が 2021年 10 2022年 9 に けた は、 2,600 とされている。 
 下、本稿における カ と まいに する はす て、 行 ブ で一般に

開された ー ンデータによっている。また、それらに する 評価は、われわれの学

的 によるものであり、ありう き はす てわれわれの に するものであること

を、あらかじめお りしておきたい。 
 
（２） カ の 度的 ーム 
 カ の 度的 ームについて、 に整理しておきたい。その 要は、 2のよう

に要 することができる。 
2.  カカ のの 度度的的 ーームム 

 

       
        （ ） 作成。 
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カ は、岡崎市商 課の事業として 置されているが、その は外 の事業 で

ある まいに されている。 カ は岡崎市から 付される によって さ

れており、したがって 小 業 業 は で カ に することができる。 カ

は 上 ッ に特化した であり、 カ が提 する ポー の特徴

は、 業 に なく、あら る事業の に える （Hearing）、 課題 みを つけ、

をしたらよいかを明らかにする （Discovery）、 同じ目 で前 きな を考え、 ン

を ポー し ける （Support）、の 3 にまとめることができる（岡崎 ポー

ンター[2023b]）。 
 上に る 度的 ームの 型をなすのが、「F モデル」である。 
 年では、自 で 地に開 された 業の 口に、地方 業を支える 組みとし

て高い が られている。かかる取組みの 発 となったのが、 市産業支 ンター

（通 「F 」）である。その取組みの タ ルを、 の一般的な 的産業支 のそれ

と 別して、「F モデル」と呼 でいる（藤 [2021]）。 モデルの特徴は、 小事業 の

最大の経 課題である「 上 ッ 」に ッ するという を、前 に ち している

にある（ 明[2016]）。 
 F の開 と に わった小 によれば、 小 業 小 事業 は業 も 業

のかたちも であるため みも であるが、会 の にかかわる 本的な みは「 上」

である。しかしながら、「 の地方 業支 の現場では、こうした経 の みに して

を ける人が 題 の指摘とその 業の分析に してしまっている ー が と 」（藤

[2021]）とされる。 
 題 の指摘 分析 けでは 上は ない。 上を てなければならないという課題に

き ったとき、課題 の方 は大きく 3つある。 1に「 開 （ の を広 る）」

であり、 2に「 商品・ ー の開発」であり、 3に「 分 への進 」である（藤

[2021]）2。 
 小 は、かかる課題を 成するために、「 を 定しない」、「おカ を けない」、「 ン

ーワンを い す」、「 を提示する」、「成果が るまで ポー する」ということに、

して ポー にあたってきたという（大 [2016]）。こうした「こ わり」がF モデル

の基本理 であり、 国の （2023 年 3 現 20か ）に されている（Y-biz[2023]）。 
 

（ ）特  
 カ の 度的 ームを理 するうえで、 要なポ ン となるのが、特 で

ある。 
岡崎市は、地方自 234 2 およ 地方自 施行 （ 下「施行 」） 167 の

2にもとづき、「 事 業 、 品調 といった 共調 に する を、 として

結する際の目 」として岡崎市 ドラ ン（ 下「 ドラ ン」）を作成してい

る（岡崎市[2019]）。当該 ドラ ンによれば、「自 が競争 を実施 に、特定の

方を指定して できる方 」（1 ）を「 」といい、かかる のうち、施行

167 の 2 1 2 から 9 に該当するものを「特 」という。すなわち、

特 は「特定の１ から りを徴取して、 を 結できる方 」であり、「 の

性 目的によって競争 が適さない場 、 により競争 ができない場 」に適用

されるとされる（1 ）。 
岡崎市が「 ポー ンター 業 」を する まいとの特 は、
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施行 167 の 2 1 の 2 に該当し、「必要な 特 な知 ・資 を す

る が当該業 しかいない」ことが、かかる の理 とされている（岡崎市[2022]）。岡崎市

商 課 カ 担当によれば、「事業 の 上 大に する まい タッフの支 能力

と岡崎市内の事業 との ッ ワークを すること」が、 まいとの 的な 理 とさ

れる。 
岡崎市の 共調 は、競争 を としているため（岡崎市[2019]1 ）、特 は

例外的な 方 となるが、岡崎市は 2022年 4 6 の 2か けで 124 の特 を

結しており、 まいとの が した事例というわけではない。 
 
．先進的取組みの  

 この節では、 まいが けた支 事業の先進的事例を する。 
（１） 限会 材 の ー  

限会 材 （ 下「 材 」）は、 の ・ を な事業とする 1927年
業の 業である。岡崎 ポー ンター[2023c]によれば、 材 は、 年

の 需要の 減から、 外に を さ られる方 を し、 カ に に

れた。 
カ では、 材 が、 の で た 材な を再 用して 作した （

）を、 ンラ ン ー ッ で 千 で したという話に 目した。「 の 材（

産業用 ）も、 方を えれば最高 の 」（ [2022]）であるため、これらの

を「最高 の から、 した 人の 事によって まれた ー ー ド 」（

[2022]）として付加価値をつけ、再定義することを提 した。そして、デ ン ド ー

ーラ ターが加わり、高 外 市場をター ッ にした 品のブランド「INASE（
）」を育てる ポー をした。 

岡崎 ポー ンター[2023c]によれば、2020年 7 に本 動した「 の ブラン

ド INASE（ ）」は、国内外の ラン 付き ラン 高 な で 用され3、

から 1年 で会 の 上 の 10 を めるまでに成 した。 
また、 材 （「 の価値をす ての人に ける」 の INASE）は、「 の 材を用い

た 作により 分 へ進 し、 のもつ可能性を広 る。 の 力と の 力を一

に。 産業の にも 」として、2021年度「あいち ー 大 4」の最 秀 であ

る知事 に された（ ・ポータルあいち[2021]）。同 は、先進的な ー を提 してい

る事業 として 会的にも 知されたのである。 
 
（２） 限会 ー ーの ー  
 限会 ー ー（ 下「 ー ー」）は、自動 の 作 を な事業とする 1989年

の 業である。岡崎 ポー ンター[2019]; [2020a]によれば、 ー ーは 下

けで、自動 業界の転 に を ち、 を かした 商品開発を目指して、 カ

に に れた。 
 カ では、 ー ーが、一 下 けが実現できなかった 加 作でも、 で

できていたことに 目し、かかる で高度な加 を成しえる 力・ 力を、 ー

「 加 ク 72」（ 加 品でも最 72 で する ー ）として える

化することを提 した。 
カ が、 ー ーの ーム ー 作成と「 加 ク 72」の 発 を ポー
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る（岡崎市[2019]）。当該 ドラ ンによれば、「自 が競争 を実施 に、特定の

方を指定して できる方 」（1 ）を「 」といい、かかる のうち、施行

167 の 2 1 2 から 9 に該当するものを「特 」という。すなわち、

特 は「特定の１ から りを徴取して、 を 結できる方 」であり、「 の

性 目的によって競争 が適さない場 、 により競争 ができない場 」に適用

されるとされる（1 ）。 
岡崎市が「 ポー ンター 業 」を する まいとの特 は、
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したとこ 、 ー ーは 業 の大 ーカーから の大 を し、大 な 上

ッ に成 した（ ー ー[2023]）。 
 

（ ）おか き の の ー  
 おか き の は、 会 カ が する 施 の１つである。 [2021]・岡崎

ポー ンター[2020b]によれば、おか き の は、 型 ル 大に

よる 事 を けて 業を なくされたが、事業再開 も、高齢 が 用 の大 を

める 日日 の 用 が 、 上が大 に ち でいた。そこで、 をかけ

に と 上 ッ を目指し、 カ へ に れた。 
 カ は、おか き の に地 大 自動 業 の 用 が 当 あること、 事

ー 、フィッ ー ー、デ ク ー 、 Wi-Fi な 、 の に

して、 場 外の が 実していることに 目した（おか き の [2023]）。 
 また、 で 会的に広がりをみ る「ワー ー ン」5に を て、 ワーク環

が整っていない、または自 外で なく 事をしたい ー ンをター ッ

にした、 ー ー でのワー ー ン ー の提 を提 した。すでに っている

を整え、 ラ ーム ー による 発 を ポー し、 ・ と 2ド ンクで

1,200 の「 ワー ー ン」 ランの提 を ター さ た。 
 「 ワー ー ン ラン」は人 を め、 たな の取り みに成 するととも

に、ラン での 事 の 用な から 価も 加した。 には、 日日 の 上が、前

で 120% 加したとされる。 
 

．岡崎市におけるブランディングの特徴と課題 
前節では、岡崎市における地域個性を世界に訴求するブランディングの取組みとして、 カ

の活動をみてきた。本節では、その特徴と課題について整理したいと う。 
1は、 カ は、 小 業・ 業 の ポー に する高度に 的な知 と経 を

つ事業 、すなわち まいによって されているということである。その 味で、 ま

いは、「 人をもって えがたい」事業 という要 を理 的な で たす、特 の

型的な 事業 といえるであ う。 
 まいが する高度な 知 と経 によって、 くの先進的かつ 的な成果が み

されている。 に れた事業 の みを探し、お をかけ に 上 ッ につながるような

提 を行い、 した ポー を行っている。 材 のように、域外市場産業となりうる

ー も している。 
 しかし、 2に、 カ の 事業 と同じような 準の事業 は、 国的に 少である

と されることである。 カ と同じような ポー の 度的 ームを し

たとしても、 カ と同じような成果が られるとは限らない。 カ の である

まいは、特 が 定するように、 通りの「 人をもって えがたい」事業

として し、活動しているからである。その 味で、 カ の取組みは、 めて 人的な

ものと評しうるのである6。 
 3に、そうであるが えに、地域資源を地域 に うる（すなわちブランディング

の ・結 を けうる）人材・ の育成が今 の課題になるということである。

まいにおいては、事業の一環として、 カ のような産業支 施 の ち上 支 、

商品開発研 、高 との ラ による 商品開発 の、人材育成に る取組みも行われて
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いる。そうした取組みを通じて、経 と ルの移転可能性の（再） 産が られようとして

いるのである。 
 地域資源開発モデルに して最 に付 しておけば、 カ の取組みにおいては、

カム 会的 ン ク といった された成果に する事業評価は現 のとこ 、 分に

は実施されていないようである。先進的かつ 的な活動を 可能なものとするためには、

そうした事業評価を行うことが、（ 的には） けて通れない課題になると われる。 
 
．おわりに 
上により、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」の一環とし

実施した岡崎市におけるブランディングの事例調査の結果を、地域資源開発モデルに照らして

整理し、調査事例の特徴と課題を明らかにするという本稿の目的は、 成されたものと

われる。 
 岡崎市には、地域活性化の先進的かつ 的な取組みの ー が く している。そうし

た取組みの成果を 準化し、他 業・他地域にも移転可能な教訓として定 化するために、

き き研究を けていきたい。 
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 本稿は、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」による研究成果

の一 であり、 22 岡崎大学懇話会地域活性化フォーラム（2023年 3 11日）における研

究 を論 として取り めたものである。本研究に して支 およ 力をお く さっ

た 位、とりわけ小 幸 （岡崎市商 課 カ 担当）に を したい。また、

研究 の際に、NPO 人「21世 を る会・みかわ」の から示 に ン
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を した。同 に しても、 して を したい。た し、ありう き は、 で

あるわれわれの に するものである。 
 

 
1 た し、その のわれわれの調査・研究にもとづいて、今枝・藤井[2021]で提示したモデル

の説明に の加 ・ を施している。 
2 小 は、「 開 」「 商品・ ー の開発」「 分 進 」のために、ま 必要に

なるのは「その 業の ール ポ ン を発 する」こと が、経 は自 自 商品との

が す るために、本当の ール ポ ン に がつきにくい。支 する 業の ール

ポ ン を つけ課題 成のために知 と デ を すことを、自分に課した ッ ンと

していると ている（藤 [2021]）。 
3 [2022]では、2つ のフラン 理 「ラ・ ンド(LA VAGABONDE)」（
市） 、同じく 2つ の 「  の助」（ 市）で INASEの が 用されているこ

と、およ フラン 、 ン ポール、ド 、他 外の高 ランな にも 品が進 で

いることが されている。 
4 「あいち ー 大 」とは、「先進的な ー を提 している事業 を に、 秀な

成 事例を 考・ する、都 では めての 度」であり、「 した事業 その取

組・ ー を広くPRすることにより、 秀な成 事例を広く 開し、 内 ー 産業の

産性 上を 」るとされている（ ・ポータルあいち[2023]）。 
5 ワー ー ン（Workcation）とは、「ワーク（Work） 事」と「 ー ン

（Vacation） 」を組み わ た で、 [2021]では、「 ワーク を活用

し、 の フィ とは なる場 で を しみつつ 事を行う」こと（2 ）とされてい

る。 
6 実際に、 モデル型支 の は 減を り し、 しい 加は けられない。 
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